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4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

保護者アンケート ◎ 70 30 0 0 100 100

教職員アンケート ◎ 90 10 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 67 33 0 0 100 96

保護者アンケート ◎ 27 63 3 7 91 91

教職員アンケート ◎ 90 10 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 75 25 0 0 100 87

教職員アンケート ◎ 80 20 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 67 33 0 0 100 86
□本校は、学校開放等を適切に実施し、開かれた
学校づくりが行われている。
◇双海中は、学校開放等を適切に実施し、開かれ
た学校づくりが行われている。

A

　【考察】
非常に高い肯定率である。コミスクメンバーの皆さんには多くの協力をいただきながら開かれた学校づくり

を推進することができており、地域の実態に応じた質の高い教育活動が展開できているのもその成果の一つ
と言える。参観日の来校者が減少しているという実態も踏まえ、さらに開かれた学校となるよう工夫すること
が大切である。
　【改善方策】

今後も、折に触れて参観日や学校行事等の実施について案内し、地域の方にも生徒の様子を見ていただ
けるよう広報活動等を工夫する。また、コミスクメンバーが学校運営に参画する機会をさらに多くしていき、学
校と協働して質の高い教育活動を生徒に展開できるよう図っていきたい。地域の方に各教科等の授業に参
画していただくことも検討していきたい。
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※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒44名、保護者30名、地域有識者28名、教職員10名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均
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　【考察】
非常に高い肯定率である。学級通信や学校便り、保健便り等に確実に目を通していただいていること、ホー

ムページも多くの方に閲覧していただいていることに深く感謝している。一方で参観日の来校者が減少してい
ることを指摘する声もあるため、工夫改善が必要である。
　【改善方策】

各種の便りやホームページについては、生徒の活躍の姿や学校の様子を掲載するほか、生徒の考えや思
い、学校の教育方針を分かりやすく届けられるようさらに工夫していきたい。また、双方向性のある便りにつ
いても要望があるため、検討していきたい。参観日等の生徒の様子を見ていただける機会には、コミスクメン
バーに案内状を配付するとともに、ホームページでも広報するなど、広く地域の方に様子を見ていただけるよ
う工夫していきたい。
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㉑

◎あなたは、ＰＴＡ活動に協力的にかかわり、学校
や地域との積極的な交流に努めている。
□本校では、活発なPTA活動が展開され、保護者
や地域、関係機関との積極的な連携に努めてい
る。
◇双海中は、活発なPTA活動が展開され、保護者
や地域、関係機関との連携が行われている。

A

　【考察】
今年度も保護者の皆さんにPTA活動にご協力いただいている。「ほたる祭り」でのバザーには、事業部を中

心にたくさんの協力を得た。また、PTA懇親ソフトバレーボール大会でも和気藹々とした雰囲気の中で大会と
懇親会通じて親睦を図ることができた。諸行事等においても、コミスクメンバーや関係機関から多大な協力を
いただき、質の高い教育活動を展開することができた。
　【改善方策】

コミスクメンバーの方にも様々ご協力いただきながら、大変活発なＰＴＡ活動が展開されている。ＰＴＡ専門
部の役員の方も、より良い活動にするため創意工夫していただき充実した活動が展開されている。さらに多く
の保護者に関わっていただけるよう学校としても広報活動等に力を入れたい。また、各教育活動がさらに質
の高いものとなるよう、コミスクメンバーの力を借りながら保護者・地域・関係機関ともより一層連携を深めて
いきたい。
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⑳

◎双海中は、ホームページや各種通信・配布文
書、家庭訪問・懇談会・電話等により、学校の様子
を伝えている。
□本校は、各種通信や配布文書、家庭訪問・懇談
会・電話連絡等による積極的な情報提供を行って
いる。
◇双海中は、ホームページや各種通信・配布文書
により、学校の様子を知らせる情報提供に努めて
いる。

A
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